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北
大
法
学
会

紛
争
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の
多
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化
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セ
ル
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シンポジウム

は
じ
め
に

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
三
年
二
月
一
日
に
法
学
会
の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、
荒
木
法
学
部
長
の
開
会
の
拶
挨
の
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
か
ら
、
四
つ
の
報
告
を
頂
い
た
。
全
体
討
論
に
お
い
て
は
、
報
告
者
を
交
え
、
山
畠
・
五
十
嵐
両
名
誉
教
授
以
下
、

本
学
部
の
ス
タ
ッ
フ
が
活
発
な
討
論
を
行
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
に
対
し
、
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

「
裁
判
外
の
紛
争
処
理
」

(
A
D
R
H
E
Z円
E
t
s
宮
田
宮
古
河
2
♀

E
Eロ
)
は
、
従
来
か
ら
家
事
事
件
、
労
働
事
件
な
ど
特
殊
な
分
野
で

は
、
実
践
な
ら
び
に
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
通
常
の
民
事
事
件
で
は
、
最
近
ま
で
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
一
般
市
民
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
頻
繁
に
法
律
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
く
る
と
、
従
来
の
裁
判
制
度
で
は
十

分
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
む
し
ろ
新
し
い
タ
イ
プ
の
紛
争
処
理
機
関
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
通
常
の
民
事
事
件
に
つ
い
て
、
「
裁
判
外
の
紛
争
処
理
」
が
な
ぜ
必
要
と
な
っ
て
き
た
の
か
、
そ
れ
は
い
か
に
実
践
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
、
将
来
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
か
、
等
々
の
問
題
を
考
え
て
み
た
。
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